
 

 

 

 

 

 

 

 

３月 19 日(火)、総が

かり行動実行委員会な

どの呼びかけによる

「19日行動」が100回

目を迎えました。 

寒風の中、国会議員会

館前に1,300名(主催者

発表)が結集し、ＪＲ総連

はＪＲ東労組・ＪＲ貨物

労組の40名を超える組

合員、9 条連の仲間とともに参加し、「憲法9 条改悪反対」「戦争反対」の

声をあげてきました。 

主催者を代表して、総がかり行動実行委員会の藤本泰成共同代表は「日

本政府は過去から何も学んでいない。戦前を繰り返してはいけない」と述

べ、その後、野党や市民団体の代表がスピーチに立ち、「市民と野党の共闘

を再構築して、憲法を壊し、『戦争する国』づくりをすすめる自民党政治を

終わらせよう」などと訴えました。 

ＪＲ総連は軍備増強・戦争体制強化に反対し、憲法 9 条を守り抜くため

に、各単組・9条連と連帯してたたかっていきます！ 

ＪＲ総連通信 
２０２４年２月２１日 №１７３２ 

 
  

全日本鉄道労働組合総連合会（ＪＲ総連） http://www.jr-souren.com 

「19日行動」は、2015年９月19日に強行成立させられた安保法制（戦争法）の廃止を求め
て、国会議員会館前を中心に毎月 19日におこなわれています。 


